
第３回

東北の建築を描く展入選作品集



　第 3 回目を迎えた東北の建築を描く展は、前回に比べ、さらに多くの全国的な広がりと応募数の増加をみることができました。東北を中心に九州、四国、

関西から、応募点数は 459 点を数え、多くの皆さんに支持され、東北で開催される公募展として定着しつつあることがうかがえます。応募された方々に心

より感謝申し上げます。

　東北の建築文化を広く全国に紹介するため、第 2 回から作品集を刊行していますが、応募いただいた全ての作品を掲載できないのは誠に残念です。入選

を逸した作品の中にも、多くの秀作があり、建築を見る視点、表現する技法も独自の工夫があり、様々に展開している様子が見て取れました。これこそが、

本展覧会の趣旨としているところで、小学生から一般まで全世代を通して、どの作品も創造のエネルギーに満ちており、会場においでいただいた皆さんに

も十分その魅力を感じていただけるものと思います。

　この展覧会のもう一つの特徴には、有名な建築ばかりではなく、何気ない建物の中に、美や、面白さ、不思議さなど、新たな価値を作者が発見し、表現

していただくことにあります。自分の見つけた世界が、多くの人の琴線にも触れ共感を呼ぶことは、建築の新しい見方、魅力の発信ともいえ、このことが、

地域の景観資源の発見、再評価につながって欲しいというのは、我々の願いでもあります。

　本学の建築学科は、東北にある教育、研究機関として、東北地域の風景、歴史、風土、生活にこだわり、この展覧会を文化的な事業としてこれからも大

きく育てていきたいと考えています。皆様の展覧会へのご来場と、次回展覧会への作品の応募をお待ちしております。
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応募作品審査風景

第 3 回



審査員総評

　今年も審査をしましたが、未知の建築美をたくさん

教えていただき、楽しい時間でした。3 回を迎えた今

回は、どの部門とも応募作品が増え喜ばしい限りで、

当然展覧会の質の向上も顕著で見ごたえのある展覧会

となりました。しかし、会場の都合で陳列出来ない作

品も多く、残念でした。

　傾向として「建築を描く絵」ということで、どうし

ても「きちんと写実的にきれいに上手に描かなくて

は・・・」との観のある作品が多く、それ自体結構ですが、

巧くきれいな作品であればプロ作家に勝てません。し

かし、審査の観点は、1．建築を通し、何を表現した

いか明確である事。2．それを、独創性を活かし効果

的に造形表現され、建築から受けた感動が鑑賞者へも

伝わっているかの 2 点です。

　出品規定には建築であることと大きさの制限しかあ

りません。心に訴える、もっと多様な表現を心がけて

下さい。来年を期待して。

　この展覧会では、年代ごとの絵に対する考え方、風

景と向き合う姿勢の違いを見ることができます。生き

るエネルギーを直接的に画面に強く表現しようとする

のが小学生の絵です。描いているうちに形はゆがみ、

辻褄が合わなくなり、あるいは建物と風景の色が混ざ

り合い、束縛されない自由が楽しい気持ちにさせます。

見えたものを何とか正確に写そうとする真面目な姿勢

が伝わってくるのが中学生の絵です。社会性が身につ

きはじめ、自己のエネルギーをコントロールしようと

しているようです。一方、高校生は自己のエネルギー

と社会性の狭間で悩む時期なのでしょうか、鉛筆で輪

郭線を描いたところで中断している絵が審査会では目

につきました。多感な高校生には絵を描きながら、もっ

と頑張って自己と対話してもらいたいものだと思いま

す。一般の部の大人の絵は人生観が投影された建物や

風景が詩的に表現され、人間に対する愛情が感じられ

るものが多かったようです。

　第３回の審査では出品作品の総数が増えたことに、

まず目を引かれました。その全体をつぶさに見て思っ

たことは、総数は増えても、質や対象の幅はせまくなっ

たかもしれません。質も飛び抜けた印象のものがない

かわり、全体は平均的にあがったように思います。

　今回は、巧拙よりも、建物や絵を描く時の意欲のあ

らわれ方が大きく審査を左右したように思われます。

描くとき大事な事は、描きたいもの＝見続けたいもの

を選ぶことだと思います。一般部門でタブローが増え

たことで、相対的にスケッチが弱く見えがちですが、

スケッチこそ、スケッチ描法にとらわれずに、みたい

ものを描くものではないでしょうか。

　絵画の重要な技術の一つに透視図法があります。そ

れは建築の歴史ともむすびついた技術ですが、各部門、

透視的にはとらえられない不思議な建築空間を描きだ

しているものがありました。絵画的に弱いとそれは入

賞をのがしますが、完成度以上に、そのような空間性

に可能性を感じました。

　今回の作品応募総数 459 点で、一般 125 点、高校

133 点、中学校 115 点、小学校 86 点でした。入選

が 206 点で、結果として多くの応募者の作品を展示

できなかったことは残念ではありますが、年々レベル

が向上しているように思えます。

　審査は、一般の部から入るのが恒例で、小学校の部

の審査が最後になります。一点ずつ 4 人の審査員で協

議しながら、入選、選外をまず審査し、その後、賞候

補をそれぞれ各自選定してイーゼルに架け入賞者の協

議に入ります。それぞれ講評、議論の後、投票に入り

ますが、持ち点は各自５票で、投票を何度も繰り返し

ながら上位入賞者を決めていきます。今回から、賞候

補の作品も公表することになりました。

　審査員にはそれぞれの見方があり、全審査員の意見

はなかなか一致しませんが、議論を繰り返す中で大賞

となる作品の評価軸が定まります。モチーフ発見のお

もしろさ、独自の視点への評価がこの展覧会の特徴と

いえます。

　審査委員長

　　　　早坂　貞彦
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大賞 旧いちいさな銀行

 飯坂　真紀　（盛岡市）



6 7

優秀賞 ささえ堂    大澤　勝弘　（名古屋市）

優秀賞 灯台のある風景       山﨑　くにか　（奈良県広陵町）

入選   港の風景      山﨑　くにか　（奈良県広陵町）



6 7

特別賞   山門   宮村　光一　（仙台市）

特別賞    mirror   佐藤　成美　（盛岡市）

特別賞   銀山温泉   原田　彰　（大阪府）



8 9

特別賞 長床　春うらら      橋本　圭　（仙台市）

賞候補 川辺の蔵風景      橋本　圭　（仙台市）

特別賞     米倉      小林　正幸　（東京都）

入選    岩手銀行      小林　正幸　（東京都）



8 9

特別賞     山村五月       矢ヶ部　昭彦　（東京都）

特別賞    高蔵寺阿弥陀堂      佐藤　光雄　（柴田町）

入選    教育資料館      佐藤　光雄　（柴田町） 入選    春泥      矢ヶ部　昭彦　（東京都）



10 11

賞候補 白水阿弥陀堂 吉田　幸明　（東京都） 賞候補 縄文時代の家 小泉　恵一　（仙台市） 入選   ビルラッシュの仙台 - 市街地遠望 -    小泉　恵一　（仙台市）

賞候補 立石寺 岩井　靖　（東京都） 入選     山寺                岩井　靖　（東京都）

賞候補 掘立柱 矢田目　真希子　（秋田市）

入選 野に帰る 矢田目　真希子　（秋田市）賞候補    荘厳（横山不動尊本堂） 米谷　泰洋　（塩竃市） 入選　　風格（横山不動尊山門） 米谷　泰洋 （塩竃市）



10 11

賞候補   山形市郷土館　済生館     馬渕　元行　（香川県三豊市） 入選 羽黒山五重塔     馬渕　元行　（香川県三豊市）

賞候補 古刹悠久 小河原　猛　（東京都）賞候補    回生（リサイクル工場） 髙橋　和男　（仙台市） 

賞候補 盛岡市内丸－ 1994 相澤　修　（仙台市）

賞候補 龍宝寺 樋口　節夫　（仙台市）

入選    どこへ行くんだろう    樋口　節夫　（仙台市）



12 13

大賞 燃ゆる時刻（小峰城） 金澤　郁弥　（福島県立光南高等学校 3 年）



12 13

学長賞 八重垣 遠藤　舜 （宮城県工業高等学校 3 年）

入選　住宅街から　遠藤　舜（宮城県工業高等学校 3 年） 

優秀賞 朝の通学路 吉田　晋太朗　　（岩手県立花北青雲高等学校 3 年）

特別賞 稲荷神　　畠山　将太　（岩手県立花北青雲高等学校 3 年）特別賞　東雲の東照宮 清　瑞奈（東北生活文化大学高等学校 3 年）



14 15

特別賞　雪の円覚寺 宮崎　由加里　　（熊本県立熊本工業高等学校 3 年） 特別賞　感仙殿　　丹野　大貴　（東北生活文化大学高等学校 3 年）特別賞　旅先　　　數本　冴英佳　（東北生活文化大学高等学校 1 年）

賞候補　旧清藤盛美邸　島田　真光　（東京都立墨田工業高等学校 3 年） 賞候補　八幡神社　　　倉田　勇生　（仙台市立仙台工業高等学校 3 年）賞候補　岩切集会所　庄子　理恵（東北生活文化大学高等学校 3 年）



14 15

大賞 照源寺 照龍殿 斗ヶ沢　隼 　（東松島市立矢本第一中学校 3 年）



16 17

学長賞 巨大ミステリーハウス　秋田市立体育館　　安藤　龍佑　　（秋田市立秋田西中学校 1 年） 優秀賞 夏休みのプラットホーム（白河駅） 坂本　千晶 （白河市立白河第二中学校 2 年）

特別賞 夕方の横山不動尊　　佐藤　亜美（登米市立津山中学校 3 年）特別賞 観慶丸 高橋　梨紗 （石巻市立石巻中学校 3 年）特別賞　大和町武道館　三浦　早貴子

（大崎市立三本木中学校 3 年）



16 17

特別賞　温故知新　柴崎　葵　（仙台市立高森中学校 2 年）

特別賞　パイプとガラスの曲線建築　菅原　璃旺　（仙台市立袋原中学校 2 年） 特別賞 大崎八幡宮 　寺崎　宏子　（仙台市立山田中学校 2 年）

賞候補 熊野神社 木村　由希 （名取市立第一中学校 2 年）賞候補　八幡神社　早坂　まりな　（聖ドミニコ学院中学校高等学校 1 年）

賞候補 白鳥神社 成澤　大空 　（蔵王町立宮中学校 3 年）賞候補　　神社　　引地　拓　（名取市立第二中学校 3 年）賞候補　達谷窟毘沙門堂 　青山　麗実

（石巻市立石巻中学校 3 年）



18 19

大賞　夏空に建つ！（小峰城） 

　　　 鈴木　夢人　（白河市立関辺小学校 6 年）



18 19

学長賞　家のまどから見たふうけい 　石井　桜子　（仙台市立東二番丁小学校 2 年） 優秀賞　朝焼けころの教会（ハリスト正教会）大河原　涼々　（矢吹町立善郷小学校 3 年）

特別賞　天守閣（小峰城）　二武　弘樹　（西郷村立小田倉小学校 5 年） 特別賞　とりいとえまのあるようちえん（神明幼稚園）池島　渓士郎 

　　　　　　（大館市立桂城小学校 2 年）

　

特別賞 だれもいない駅のホーム（白河駅） 齋藤　紹熙 

　　　　　　（白河市立みさか小学校 3 年）



20 21

特別賞  静かな教会（ハリスト正教会）  鈴木　吏久（白河市立白河第二小学校 6 年）

特別賞  春の若松城  川島　大揮

（会津若松市立城南小学校 1 年）

賞候補 仙台のお寺泰心院の赤門　高岡　俊輔（杉並区立四宮小学校 1 年） 賞候補　雨の中の教会（ハリスト正教会）　信近　凜 

　　　　（白河市立白河第三小学校 2 年）

賞候補　お客さんを待つタクシー（白河駅）　金澤　慶明

　　　　（白河市立小田川小学校 4 年）

賞候補　桜がきれいだね（お城の桜）　三浦　奈々 

　　　　（会津若松市立松長小学校 2 年）

賞候補　県美術館にて・・・　上野　伊茉里　（仙台市立大和小学校 3 年）賞候補　赤レンガの銀行 　千田　真央　（盛岡市立松園小学校 5 年）

賞候補　彫刻のある建物　阿部　泉美 

　　　　（仙台市立蒲町小学校 5 年）

賞候補　思い出の校舎 寺崎　新　（仙台市立八木山南小学校 6 年）



20 21

一般の部入選作品

ツインタワー広瀬川　相原　幹男　（仙台市） 冬の大内宿 　石井　丈郎　（仙台市） かわらないでほしい場所（白河駅） 石野　啓子 （白河市） 生きづく仙台・いろは横丁　　泉　則幸　（富谷町）

桜の弘前城 　江本　勝成　（倉敷市） I　LOVE　YAMAGATA　　太田原　誉人　（川崎市） 山口の水車小屋　　大槻　英昭　（仙台市）

陸橋　　大原　悦子　（仙台市） 市街の懐かしい家屋　　小栗　雅　（仙台市） 公園から見えるビル街 小栗　雅　（仙台市 ) 静寂の中の端正　そして呼吸 

　　　　　　　渡辺　広行　（福島市）



22 23

消えゆく日本の油田 加藤　博子 （仙台市） 旧藩校　養賢堂正門（現 泰心院山門）　きくち　たつを　（仙台市） 広瀬川遠望 　　木村　功　（仙台市）

ガラス張りのビル 木村　志津於　（仙台市）

冬の銀山温泉　　小島　誠司　（岐阜市）

旅の宿 小林　正充　（東京都） 夕景の大内宿　　小林　正充　（東京都）

これからもずっと残したい昼の「かおり」・・　齋藤　友佳　（長井市） これからもずっと残したい夜の「かおり」・・　齋藤　友佳　（長井市）



22 23

只今 営業中 　　佐々木　仲子　（石巻市） 賢治の学び舎　　佐藤　久美子　（東京都） ライトアップした「仙台パルコ」－夜ふけの仙台駅前－ 

佐藤　利昭　（仙台市）

春の湯野上温泉駅 末岡　美奈子　（東京都） 改造 2009 ～仙台二十人町界隈～ 　菅井　哲夫　（仙台市） メディアテーク　　弦巻　英彦　（岩沼市） 

ビルと新幹線　　千葉　良二　（村田町）祈りの時 　塚本　光　（横浜市） 古き良き町並（銀山温泉）　

葉　哲維　（京都市）

銀山温泉旅情 

山田　勝己 （静岡県東伊豆町）



24 25

致道博物館・旧鶴岡警察署　　鳥居　雄三　（京都市） 岩手銀行旧本店本館 坂内信一・坂内陸奥　（千葉市） 松音寺　鐘楼門　　藤澤　土筆　（仙台市）

うるわしの母校　　藤野　陽治　（横浜市） 夢のあとに 　藤野　陽治　（横浜市）　 華僑会館 　前野　淳子　（仙台市）

懐かしい時（白河駅） 　星　一枝　（白河市）

塩釜神社 　山内　高行　（仙台市）

光の北鹿ハリストス正教会　　諸石　賢一　（大館市） 大内宿 山本　光瑠　（京都市）



24 25

郵便ポストのある風景　　菅原　弘　（仙台市）

北の酒店 　岡崎　義恵　（仙台市） 仙南堂の雛祭り　　　岡崎　義恵　（仙台市）

全戸東向きの丘　　石川　次郎　（仙台市）記念日を過してきた場所に - 仙台ホテルのある風景 - 

山下　真見　（仙台市）

高校の部入選作品

緑にかこまれた木　　萬　真衣子　（東北生活文化大学高等学校 1 年） 我が家 伊藤　美里　（東北工業大学高等学校 2 年） 校舎　　板垣　佳奈　（山形県立鶴岡工業高等学校 3 年）



26 27

囲炉裏のある空間　　江口　綾乃 

　　（熊本県立熊本工業高等学校 3 年）

学校の裏 小原　晃 

　　　　　（岩手県立花北青雲高等学校 3 年）

古き良き民家　　佐藤　弘幸

　　　　　（岩手県立花北青雲高等学校 3 年）

角館の風景 　　木村　美穂　（東北工業大学高等学校 2 年）

藤とつつじと我が家 齋藤　遥　（宮城県本吉響高等学校 3 年） 城下町・仙台　　斎藤　美希　（仙台市立仙台工業高等学校 2 年） 熊野堂神社 　　佐々木　莉央　（東北生活文化大学高等学校 1 年）

大崎八幡宮長床　　佐藤　拓未　（仙台市立仙台工業高等学校 2 年） 高蔵寺阿弥陀堂　　佐藤　拓未　（仙台市立仙台工業高等学校 2 年） 帰る場所 　亀ヶ川　大介　（宮城県田尻高等学校 3 年）
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金曜日の丘 　　丸山　雄伍　（山形県立鶴岡工業高等学校 3 年）

白壁のある民家　　千坂　真史　（宮城県宮城野高等学校 3 年）まがり家 　澤村　梨花　（岩手県立盛岡工業高等学校 1 年） 夢メッセみやぎ　　鈴木　里奈（仙台市立仙台工業高等学校 2 年）

日本の風情（同心屋敷） 　根本　衣理子（岩手県立盛岡工業高等学校 1 年） からくり時計　　畠山　唯　（岩手県立花北青雲高等学校 3 年） 故郷　　松崎　愛　

　　　（東北工業大学高等学校 2 年）

通学路 森　健太朗 

　　　　（東北工業大学高等学校 2 年）

由緒ある民家　　山口　洋樹　（宮城県石巻工業高等学校 3 年） ふれあいエスプ　　我妻　由奈　（仙台市立仙台工業高等学校 2 年）
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中学校の部入選作品

イグネの家　　我妻　秀栄　（蔵王町立宮中学校 1 年） 白鳥神社 我妻　秀栄　（蔵王町立宮中学校 1 年） 秋庭 我妻　舞　（蔵王町立宮中学校 2 年）

出口の向こうに　　浅野　千咲 

　　　　　（仙台市立五橋中学校 2 年）

いのり 井澤　菜々　（石巻市立山下中学校 2 年）

ベランダ 追沼　翼 

　　　　（仙台市立五橋中学校 2 年）

毎日の始まる場所　　井上　真衣子　（角田市立北角田中学校 2 年）

校舎から見る風景　　石澤　将也　（角田市立北角田中学校 2 年）野田の玉川　　板橋　果穂　（利府町立利府中学校 1 年） 我妻家住宅と銀木犀　　串田　慎太郎　（蔵王町立宮中学校 2 年）



28 29

山和酒造　　工藤　めい 　（大崎市立三本木中学校 3 年） 新校舎の風景　　熊谷　まりな　（角田市立北角田中学校 2 年）
旧済生館　菰田　直樹

　　　　（石巻市立山下中学校 2 年）

聖ハリスト教会　佐々木　芙美 

　　　　　（栗原市立栗駒中学校 1 年）

もくもくランド　　佐藤　真澄　（登米市立津山中学校 3 年） 遠野南部曲り家　　高橋　直也　（名取市立第一中学校 1 年）瑞川寺山門　　庄司　真由　（大崎市立三本木中学校 3 年）

私の街 仙台　歩夢 

　　　　（仙台市立五橋中学校 2 年）

新時代 平塚　俊範 

　　　　（仙台市立南中山中学校 2 年）

雄勝石ギャラリー 舘内　里佳　（利府町立利府中学校 1 年） 新緑の社　　　千葉　早耶香　（聖ドミニコ学院中学校高等学校 1 年）
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音声寺 髙橋　布由子 

　　　　（登米市立津山中学校 3 年）

2-5 の前の廊下　　田部　明日香 　

　　　　　（仙台市立五橋中学校 2 年）

仙台空港　　藤原　まゆ　（名取市立第二中学校 1 年） 大館樹海ドームをイメージして（コンサート前の期待感） 

林　　慧　（杉並区立井荻中学校 3 年）

北上川が見えるマンガ館 　　中川　知子　（石巻市立山下中学校 1 年）東北中央教会　　廣瀬　美玖　（大崎市立三本木中学校 3 年）
蔵　　藤野　大輝　　

　　（仙台市立山田中学校 3 年）

光の射すホール　　堀米　夏菜美　（角田市立北角田中学校 2 年） 酒倉のそば 　湯山　愛実　（大崎市立三本木中学校 3 年） 神のまち　　渡辺　麻友　（七ヶ浜町立向洋中学校 3 年）
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小学校の部入選作品

さざえ堂 秋山　聖 

　　　（会津若松市立一箕小学校 6 年）

こさかこうざんじむしょ 　秋山　洋一郎　

　　　　　　　　　　　（大館市立桂城小学校 2 年）

もも色の空（ハリスト正教会）　　有山　佳澄 

　　　　　　　　　　　　（白河市立白河第一小学校 2 年）

最強のボクの城（小峰城）　佐藤　颯汰 

　　　　　（白河市立みさか小学校 2 年）

ようちえんとようかい（神明幼稚園）　　池島　渓士郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大館市立桂城小学校 2 年）

安比高原駅 　　市川　啓太　（杉並区立三谷小学校 5 年）

どんどこどんどこ たいこのえきだぁ（糠沢駅）　　岩澤　祥 

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大館市立桂城小学校 2 年）

ジュースの自動はん売機（白河駅） 　上原　大輝 

　　　　　　　　　　　　　　　　　（白河市立白河第二小学校 3 年）

思い出のいっぱいつまった校舎 大宮　悠果 

　　　　　　　　　　　　　　　　（仙台市立八木山南小学校 6 年）

城の石積み（小峰城） 大森　健太　（白河市立関辺小学校 6 年）
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引っ越しした日（白河駅）　　尾形　遥菜　（白河市立白河第二小学校 1 年） 仙台の都会　　斎藤　紅葉　（仙台市立榴岡小学校 5 年） おおだてのしろくうこう　　小畑　珠理　（大館市立南小学校 2 年）

紫色の屋根（ハリスト正教会）　　岡部　悠希（白河市立関辺小学校 6 年）

若松城はかっこいい 古川　優太　（会津若松ザベリオ学園小学校 4 年）

白石じょう 　今野　侑輝 

　　　　　　（仙台市立枡江小学校 2 年）

ふしぎな形のやね（ハリスト正教会）　　櫻井　宗一郎 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白河市立白河第二小学校 2 年）

北鹿ハリストス正教会　　佐藤　香織　（大館市立扇田小学校 5 年）
赤レンガの銀行　　佐藤　蓮 

　　　　　（盛岡市立緑ヶ丘小学校 2 年）

思い出のつまった景色　　白鳥　ふみ乃　（仙台市立八木山南小学校 6 年） 
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白い教会（ハリスト正教会）　　鈴木　達也　

　　　　　　　　　　　　　　（白河市立白河第二小学校 6 年）

夕立ちが来そうな空もよう（小峰城）　　高久　駿 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白河市立関辺小学校 1 年）

わくわくしそうな教会（ハリスト正教会）　　芳賀　愛和 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白河市立白河第四小学校 3 年）

やさしいお城（小峰城）　　生井　涼乃　（白河市立白河第三小学校 2 年） ふしぎなふしぎな教会（ハリスト正教会） 

滑川　千尋　（白河市立白河第二小学校 3 年）

国蔵様は高いな　　増子　朝妃 

　　　　（会津若松市立城南小学校 1 年）

山形城　　髙橋　祐策　（津市立一身田小学校 5 年）

旅行に行く日（白河駅）　　芳賀　彩那　（白河市立白河第四小学校 1 年） さざえ堂　　芳賀　一仁 　（会津若松市立城北小学校 4 年） にじのかかる教会（ハリスト正教会）　　原　麻由花 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白河市立白河第三小学校 1 年）
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石でできたお城（小峰城）　　宮内　伯　（白河市立みさか小学校１年）

赤レンガの銀行　　モルヴィ　理月 

　　　　　（盛岡市立津志田小学校 3 年）

彫刻のある建物　　大和　健太郎　（仙台市立大和小学校 3 年）

秋の阿弥陀寺（三重の塔）　　鷲尾　眞侑 

（会津若松市立一箕小学校 4 年）
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